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Super Computing 2008 (SC08)出張報告

The Premier International Conference on high performance computing， 

networking， storage and analysis， Nov. 15・21，Austin，τヨE

平成20年 11月28日

技術サービス部・情報科学センター担当

木戸孝一・三ツ寺政友・宮下夏苗

情報科学センターでは世界のHPC(HighPerformance Computing)動向を実際に見聞させ，技術職員の職務遂行

に必要な基本，一般及び専門的な知識を修得させ，その資質向上を図ることを目的に， 2006年度より毎年技術職員をこ

の国際会議に参加させている.本出張報告の2008年度テキサス州オースチン市にて開催の SC08では，より積極的に

SCに参加するため， JAISTとして展示ブースを準備し，情報科学研究科，先端融合領域研究院の協力を得て， JAIST 

の研究紹介を，また国際戦略室から協力を得て，資料配付等により JAISTのPRを行った.以下出張報告いたします

SC08への出張は展示プース設営の先発隊が 11月14日出発，後発隊は2日遅れて出発，帰国は先発・後発隊ともに

11月28日に帰国した.

1.はじめに.SC(Su田 irComD'岨ti=)について

SC は元々米国の国立研究所の関係者を中心にボラン

ティア的に発足した国際会議.1988年米国フロリダ州

オーランド市で第1回(SC1988)が開催され， 2ゆ08年テ

キサス州オースチン市で20周年を迎えた世界最大の

HPC関連の国際会議である研究発表ばかりでなく，

ワークショップや展示，その他多彩なイベントが開催され

る当初SCはその名前のごとくHPC分野にフォーカスし

ていたが，時代と共にHPCにネットワーク，ストレージが

必要不可欠なものとなり， 2002年にはその名称に

Networkin喧が追加となり， 2004年にはStorageand 

Analysisが遁加され，現在の正式名称はThePremi町

In胞rnationalC四 fe田町eon high perfi世田四回

comp叫i且g，networking， swrage and analysisとなり，

総合的な国際会議となっている.

2SC への参泊D~出展

SC06とSC07の2回は技術職員としての，学会参加と

展示会視察というスケジューノレコントロールに余裕のある

出張であったが， SC08は展示が追加されたこと，また情

報科学センターは日本原子力研究開発機構の ITBL

(Information Technology Based Lab.)のメンパーでも

あることから，こちらの展示ブースの対応もあり，時間の余

裕がなく，以前と比較して参加できる研究発表，イベント

が少なく，今後の課題となった事実，この国際会議は開

催規模が非常に大きく，開催期間中にすべてを体験する

ことは元々不可能であり，自分の専門分野に絞って各会

議，イベントに参加することになる.展示ブースでの来場

者対応もあり出張者間で時間調整しながら，各会議，イベ

ントに参加するが，相当の見残しがあったことは否めない.

SC08では，入場に制限がなく，今後導入するかもしれ

ない製品のベンダー各社の動向を知るうえで好都合な

Exhibitor Forum，共通のトピックを集めて紹介する

Birds'of'k Feather Sessionに偏ったのではないだろう

カ，?

3. SC旧8出展者としての所属

sc参加の規約として，本学のように教育研究機関

であれば，最初の出展費用は展示ブースが lOxlO

フィートに制限されるが無料であり，次年度より出展

費用が請求されるが展示ブースの広さも選択できる，

ただし過去の参加履歴によりE訴プースの位置が決
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定されるため，メインの会場で展示ブースを持つに

は5年程度連続して参加する必要がある.展示ブー

ス費用は格安であるが，装飾を現地業者にすべて

任せるとそれなりの費用となってしまうので工夫が必

要である.

展示スペースの装飾はSC08の指定イベント業者に

発注，展示機材は裸眼立体視用の液晶ディスプレイ，

表示用コンビュータ，展示パネノレなどを事前に会場

へ空輸し，設営と最終的な装飾は技術職員と情報

科学研究科からの参加者で行った.

JAISTの展示ブースは一区画の入り口付近にあっ

たことから，人の往来が多く，日本より空輸で持ち込

んだ裸眼立体視の展示が目を引き，来場者は多か

った

来場者の興味は大きく 2通りに分かれていた， (1) 

裸眼立体視(3次元可視化)技術そのものと， (2)裸

眼立体視ディスプレイに表示される研究成果のアニ

メーション.来場者からも初歩的な内容から専門的

なものまで幅広く様々な質問があり，研究科研究員

の同行があったことは大変心強かった.

想定外の質問として， Japan Advanced Institute 

of Science and τ'echnologyとは研究機関かという

質問で，大学，ましてや大学院大学だとは判らない

ようで，世界的にみて知名度はまだまだ低い 驚い

たことには日本からの来場者でも JAISTをよく知ら

ない人が少なくない，大いに PRが必要である.今

後，展示回数を重ねて， JAISTの知名度アップを図

るべきと痛感する

研究紹介以外では，大学紹介のパネル，大学概要，

S研究科の概要冊子などを持参し， PRを行ったこと

から研究協定などのプログラムの聞い合わせもあっ

た.特に地理的に近い韓国からの参加者よりこの種

の質問が多かった.

初めての JAISTのブース出展にしては概ね成功と

判断するが，開催地は米国であり，参加者は世界中

から，当然 SC08での公用語は英語であり，出張者

は少々口慣らしをしておくのが良い.

研究内容の紹介にしても，最低限のストーリーは事

前に準備しておくべきで，いよいよとなったら同行の

研究員に振ってしまうのが良さそうである.

JAIST展示ブース

ITBLブース

4SC08へ奉加者!-しての所属

出張者の個人的な感想であるが， SC08のトレンド

はこれといった目玉はなかったように思えるが，

GPGPU， CelllB.Eといったキーワードの展示や発

表が目立っていた nVIDIA社 CUDAを利用して

ノートPCクラスで高度な可視化を実現する例も見ら

れた.

エコをキーワードとして，データセンターをモデノレに

省電力化，いわゆる G四 en-ITを謡った展示が多く

見られた.アプローチとしては，単純にサーパ製品

の省電力化はもとより，サーパ仮想化，仮想クラスタ，

クラウド環境等の要素技術研究の展示が目を引いた，

この分野は情報科学センターでもユーザサービスと

して提供し始めていることもあり，各社展示ブースの
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プレゼンテー令官ンを聞〈ことになる

日本の研涜構闘でもクラウド環境において空き日

ソースの集舶を自動拍するな1'.興味揮い研究展示

がされていた

CPUチップのマJレチコアからメニ}コア化も目立っ

た恒向であり，これらを大量に並列化した計草楓の

展示があり，近沫来に大型並列計算植はPeta:flops

かも"'"'且岬Sへ移行する予届をさせる

全体を通じて.GPGPU等のアクセラレータ技措，

サーパ仮想化により G四回目への取り組み、マル

チコアプロセyサを大量に搭載した大型高速計揮構

が」今後 1年のトUンドになるのではなb泊叱予暗さ

せられる情報科学センター技術噛員と心て大いに

刺聾されるところである

Award， Chall皿伊の各種表彰があったが，今年

度目本の個人，槽闘での受賞はなカLった

ι主主主
学会，展示会への参加，展示ブースの対応ιSC08出

聾者は以前の SC 出張~比較し，

事前の展示プース申込み

事前展示プースのプラ〆ニング，発性

展示物の展示会場への発珪，会場での開掴，装飾，

展示会終了後の撤収・梱包，返送作業

等，事前の準備，会場での展示プース設省，来場者対応

等，負荷がかかり大査な出張ではあるが，海外でのこの

種のイベント参加は轟々技情聴員が直接最強端の IT技

術に触れる貴重な端会であることから，毎年出張者が属

呆を揖L.今後ともSCへの参加・出展が離酬できるよう努

力が求められ唱

生宜主主

以下は上記出張報告以外でSCに三興味をもたれた方

への追加情報左しての費料です

&'1. SC08の規雄台イベント

SC08の全体像はConfe:四n田島唱団m を見ても，そ

の全体櫨をつかbことは難しい，開催規模とイペンキの甑

要はおおよそ次のどおりである

参加登障者量 的 11.曲O名

古河，hni四1E咽gr.m参加者

柚文控輔総数

内採担柚文

毘示 企業展示

研究展示

内日本の研究展示

イ'"ンTト

研究発表・会場で開催時

百五旬rial

Invi凶d匂.01<目S

Papers 

Pooters 

p、n.ls
ヲーク守ヨツプ

前 4，100名

277f'牛

59件

2.0社

117槽関

但7構聞)

会場で開価される次均ワークシ町プ以外とも会場外のホテルなどで各

ベンダーのヲークシ旨タプが開催されて河沼ふ

Birds-of.也 Foa曲目S曲目wn.

E由ib加，rForu.m 

アワード&チャレンジ

過去 1年間の衆紙成果のあった個人，グループを表彰する

G世 donBell Prize 

S句沼田町山富yAward.

出dneyF，也nbackAward

Cluster Chall胆""
Analytics Challe耳 E

S岨'ragechall田伊

Bandwid出 Challenge

各アワード&チャ'V;:/~の詳細その他に闘しては以下

のSC08のWebサイ1トを参期比Jていただきたい

h悦.p:/JゐcOB.supel四 mputing.orgI

SCで多分もっとも人気河あるBOFについて紹介する，

Top 500 BoF ~言川世界の散在するコンピュータの性

能ラVキング・トップ600を発表する上位9位までを米国

勢が祖占.10位に中国がランクイン七太きなニュースとな

った過去日本勢はトyプ回0の内に100以上がランクイ

ンされていたが.08年度はたった18台であった

6-2. B本からの出展に回して
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日本より SC08へ出展の教育・研究樺聞は以下の通り

である.

化がテーマになる模様でる標語もComputingfor 

changing worldとなっている.やはりオパマ新大統慣

の蕗響だろうか0情報科学センターでは昨年比2倍の

毘示スペースを確保し，学内からの積極的な参加を募

る予定である

主主呈CO旦 I~"'?\" エ

2009年度のS巴は，開催地が西梅岸A帯動し，オレゴ

ン州ポートランド州で 11月 14日から20日の会期で開

催される。 20回年庄のテーマは.Bio-Computing， 

Sust回nab出恥皿dthe 3D Internetとなっており，ラ 以上，

イフサイエンスz環境・エネルギー， Web上田 s次元

SC08日本の教育・研努櫨問屋示

町BL 占叩叫 .lTEA 
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